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す み だ 北 斎 美 術 館 蔵

葛

飾

北

斎

﹃
東
海
道
品
川
御
殿
山
ノ
不
二
﹄

︵
と
う
か
い
ど
う
し
な
が
わ
ご
て
ん
や
ま
の
ふ
じ
)

こ
の
図
は
、
葛
飾
北
斎
筆
の
名
所
絵
︵
浮
世
絵
風

景
画
︶﹃
富
嶽
三
十
六
景
﹄
の
う
ち
の
�
枚
。
唯
一
の

桜
を
描
い
た
も
の
で
、
ひ
と
き
わ
華
や
か
な
図
で
あ

る
。御

殿
山
は
、
現
在
の
品
川
区
北
品
川
三
丁
目
あ
た

り
と
さ
れ
る
。
東
海
道
に
面
し
た
御
殿
山
に
は
、
将

軍
家
の
品
川
御
殿
が
置
か
れ
、
寛
文
年
間
頃
に
桜
の

苗
木
が
移
植
さ
れ
、
江
戸
庶
民
の
観
桜
の
名
所
と
し

て
、
飛
鳥
山
や
隅
田
堤
な
ど
と
と
も
に
花
見
客
で
賑

わ
い
を
み
せ
た
。
こ
の
図
に
も
、
画
面
左
下
に
見
え

る
品
川
宿
に
面
し
た
御
殿
山
の
丘
陵
で
、
花
見
を
楽

し
む
人
々
の
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
画
面

右
下
の
小
僧
の
担
ぐ
風
呂
敷
に
、
版
元
﹃
永
寿
堂
﹄

の
家
紋
︵
山
形
に
三
つ
巴
︶
が
描
か
れ
て
い
る
。

葛
飾
北
斎
と
は
︵
浮
世
絵
師
と
し
て
の
出
発
�

︶

入
門
か
ら
勝
川
派
を
離
れ
﹁
春
朗
﹂
の
号
を
廃
し

た
と
さ
れ
る
寛
政
�
年
︵
�
�
�
�
年
︶
ま
で
の
お

よ
そ

年
間
を
春
朗
期
と
呼
び
、

年
に
わ
た
る
画

15

70

業
の
習
作
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
初
期

に
は
、
勝
川
派
の
画
風
を
継
承
し
よ
う
と
し
た
春
朗

の
姿
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
空
間
に
対
す
る
興
味
を

示
し
た
浮
絵
作
品
や
、
肉
筆
画
な
ど
次
第
に
作
画
範

囲
を
広
げ
、
伸
び
や
か
で
、
柔
ら
か
さ
を
特
徴
と
す

る
春
朗
風
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
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国税の申告と納税はe-Taxで。
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スマートフォン等でe-Taxがご利用いただけます。
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▼
社
会
人
へ

⁝
⁝
保
育
園
に

通
っ
て
い
た
頃

か
ら
将
来
の
夢

は
保
育
士
だ
っ

た
娘
。
保
育
士
さ
ん
に
可
愛
が
っ

て
も
ら
っ
て
い
た
娘
は
、
お
母
さ

ん
と
離
れ
る
の
が
嫌
で
泣
い
て
い

る
子
を
見
て
、﹁
保
育
園
に
来
る

の
が
楽
し
く
な
る
先
生
に
な
る
﹂

と
語
っ
て
い
た

歳
の
子
の
夢
。

3

▼
有
言
実
行
を
成
し
た
娘
は
こ
の

春
保
育
士
に
な
る
。
親
と
し
て
は

今
の
時
代
の
教
員
は
で
き
れ
ば
避

け
て
ほ
し
か
っ
た
が
彼
女
は
夢
に

向
か
っ
て
迷
う
こ
と
な
く
、
真
っ

直
ぐ
に
進
ん
で
い
っ
た
。

▼
私
の
教
育
方
針
は
悪
い
こ
と
を

し
た
ら
叱
る
。
親
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
他
人
に
叱
っ
て
も
ら
う
事
を
強

く
望
ん
だ
。
理
不
尽
で
も
い
い
。

そ
こ
を
旨
く
か
わ
し
て
い
く
知
恵

を
身
に
付
け
て
行
く
事
が
理
不
尽

な
社
会
か
ら
身
を
守
る
訓
練
だ
と

思
っ
た
か
ら
だ
。
見
守
る
事
だ
け

が
愛
情
で
は
な
い
事
を
小
さ
な
天

使
達
に
伝
え
て
い
っ
て
欲
し
い
。

▼
何
は
と
も
あ
れ
�
歳
か
ら
の
夢

を
叶
え
た
娘
を
心
か
ら
尊
敬
す
る
。

お
め
で
と
う
。
頑
張
れ
！

(衣
)

当部会の参加者

会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

去
る
�
月

日
㈭
第

回
全
国

12

13

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
山
梨
大
会
が
山

梨
県
立
産
業
展
示
交
流
館

ア
イ

メ
ッ
セ
山
梨
で
開
催
さ
れ
、
全
国

各
法
人
会
の
女
性
部
会
員
約
�
�

	
	
名
が
集
結
し
大
変
華
や
か
で

壮
大
な
大
会
と
な
っ
た
。

当
会
か
ら
は
佐
藤
部
会
長
を
始

め


名
の
部
会
員
が
参
加
し
た
。

部

会

総

会

の

ご

案

内

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

山
梨
大
会

去
る
�
月

日
㈬
に
税
務
研
究

25

部
会
第

回
通
常
総
会
が
法
人
会

47

館
で
行
わ
れ
、
平
成

年
度
事
業

29

報
告
、
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
、

平
成

年
度
事
業
計
画
︵
案
︶、
収

30

支
予
算
︵
案
︶
も
承
認
さ
れ
た
。

当
日
は
、
第
�
部
で
江
東
東
税

務
署
副
署
長
秋
田
泰
宏
氏
を
講
師

に
迎
え
﹁
私
の
経
験
談
﹂
と
題
し
、

ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

今
後
、
各
部
会
の
総
会
が
次
の

通
り
法
人
会
館
�
階
に
て
開
催
さ

れ
る
。

部
会
員
の
方
は
是
非
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
。

◎
女
性
部
会
第

回
通
常
総
会

51

開
催
日
時

�

月

日
㈮

11

午
後
�
時

分
～
同
�
時

30

◎
青
年
部
会
第

回
通
常
総
会

47

開
催
日
時

�

月

日
㈮

18

午
後

時
～
同
�
時

◎
源
泉
部
会
第

回
通
常
総
会

44

開
催
日
時

�

月

日
㈫

22

午
後
�
時

分
～
同


時

30
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第
�
部
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
国
井
雅
比
古
氏
に
よ
る

﹁
小
さ
な
旅
と
私
～
人
と
の
出
会

い
と
発
見
～
﹂
と
題
す
る
記
念
講

演
が
行
わ
れ
た
。

第
�

部
の
式
典
で
は
﹃
輝
こ
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う
！
名
峰
富
士
の
も
と
～
今
を
創

る
女
性
の
力
～
﹄
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
唱
和
し
、
税
の
仕
組
み
や
大
切

さ
を
伝
え
る
女
性
部
会
の
租
税
教

育
活
動
﹁
税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク

ー
ル
﹂
に
関
し
、
そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
今
後
、
更
に
充
実
を
期

す
趣
旨
の
大
会
宣
言
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
次
回
開
催
県
の
富
山

県
連
に
大
会
旗
が
伝
達
さ
れ
た
。

第
�
部
の
懇
親
会
で
は
、
他
県

の
女
性
部
会
役
員
と
交
流
し
、
租

税
教
育
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

う
な
ど
有
意
義
な
大
会
で
あ
っ
た
。

第
�
回

通
常
総
会
の
ご
案
内

開
催
日

平
成

年
�
月
�
日
㈬

30

会

場
：
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン

�
階
﹁
カ
ー
サ
﹂

第

部

記
念
講
演
会
︵
午
後
�
時

分
～
同


時

分
︶

30

30

演

題

﹁
な
ぜ
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
は

海
外
で
勝
て
な
い
の
か
？
﹂

～
Ｗ
杯
の
楽
し
み
方
と

日
本
代
表
の
挑
戦
～

講

師

サ
ッ
カ
ー
解
説
者

セ
ル
ジ
オ

越
後

氏

第
�
部

第
�
回
通
常
総
会
︵
午
後


時

分
～
同
�
時

分
︶

45

45

第
�
部

懇
談
会
︵
午
後
�
時

分
～
同
�
時

分
︶

45

45

会

費
：
無

料

※
正
式
な
ご
案
内
状
は
�
月
上
旬
に
ご
郵
送
し
ま
す

ЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯ
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Я
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Я
Я

Я
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Я
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Я
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Я
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Я
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Я
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Я
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Я
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Я
Я
Я
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Я
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講演する国井雅比古氏



タ
ー
が
多
い
そ
う
だ
。

奥
様
は
﹁
小
さ
い
お
店
で
は
あ

り
ま
す
が
、
地
域
の
方
々
に
愛
さ

れ
て
長
年
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

味
に
は
絶
対
の
自
信
を
も
っ
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ

い
﹂
と
の
こ
と
。

メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
ホ
タ
テ
と
野
菜

の
カ
キ
油
炒
め
が
の
っ
た
﹁
ホ
タ

テ
ラ
ー
メ
ン
﹂
や
辛
さ
が
魅
力
の

﹁
カ
プ
サ
イ
シ
ン
チ
ャ
ー
ハ
ン
﹂

が
あ
る
。
前
菜
を
色
々
食
し
て
み

た
い
方
に
は
�
人
前
か
ら
オ
ー
ダ

ー
で
き
る
﹁
お
ま
か
せ
﹂
�

�

�

円
も
あ
る
。

店
主
に
お
勧
め
を
伺
う
と
﹁
全

部
お
い
し
い
！
﹂
と
の
こ
と
だ
が
、

常
連
の
お
客
さ
ん
が
﹁
是
非
食
べ

て
み
て
！
﹂
と
勧
め
る
の
が
﹁
レ

バ
ニ
ラ
炒
め
﹂。
肝
臓
で
は
な
く

腎
臓
を
使
い
、
レ
バ
ー
臭
さ
が
な

く
プ
リ
プ
リ
と
し
た
食
感
。
火
の

通
り
が
良
く
、
味
が
絡
み
や
す
い

よ
う
に
細
か
く
格
子
状
に
切
り
込

み
を
入
れ
る
ひ
と
手
間
と
筍
や
ニ

ラ
と
一
緒
に
炒
め
た
味
付
け
は
、

ご
飯
に
も
紹
興
酒
に
も
合
う
�
品
。

一
度
食
べ
る
と
虜
に
な
る
リ
ピ
ー
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

連 載

在
の
地
に
奥
様
の
敏
子
さ
ん
と
独

立
開
店
。
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格

で
あ
り
な
が
ら
本
格
中
華
料
理
が

味
わ
え
る
超
穴
場
的
存
在
だ
。

店
内
は
、
�
人
掛
け
テ
ー
ブ
ル

が
�
卓
、
小
上
が
り
に
�
卓
あ
る
。

壁
に
は
た
く
さ
ん
の
お
品
書
き
が

並
び
、
定
番
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
本

格
一
品
料
理
や
麺
類
ま
で
豊
富
に

あ
る
。
席
に
着
く
と
奥
様
が
温
か

い
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
を
出
し
て
く
れ

る
の
も
嬉
し
い
。

�
�
�
円
か
ら
の
お
得
な
定
食

が
数
種
類
あ
り
ラ
イ
ス
、
香
物
、

具
沢
山
ス
ー
プ
が
付
き
、
ど
れ
も

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
の
で
ラ
ン
チ

時
は
近
隣
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど

で
賑
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
は

名
物
﹁
唐
揚
げ
﹂
や
﹁
麻
婆
豆
腐
﹂、

大
き
な
豚
肉
の
唐
揚
げ
が
の
っ
た

﹁
パ
イ
コ
ー
麺
﹂
な
ど
。
珍
し
い

支
部
長
さ
ん
ご
推
薦
の
店

㉔

中
華
料
理

﹁
北
京
飯
店
﹂

亀
戸
東
�

支
部
長
ご
推
薦

斉藤支部長

今
回
は
、
亀
戸
東
�
支
部
・
斉

藤
支
部
長
が
推
薦
す
る
中
華
料
理

﹁
北
京
飯
店
﹂
さ
ん
を
訪
問
し
た
。

お
店
は
、
Ｊ
Ｒ
﹁
亀
戸
駅
﹂
東

口
徒
歩
�
分
。
昭
和
橋
通
り
に
あ

る
薬
局
を
曲
が
っ
て
す
ぐ
に
あ
る
。

店
主
の
河
野
文
夫
さ
ん
は
福
島

県
出
身
で

歳
の
時
に
上
京
し
、

18

永
田
町
に
あ
る
高
級
老
舗
北
京
料

理
店
﹁
南
甫
園
﹂
で
修
行
し
た
確

か
な
腕
の
持
ち
主
。

年
前
に
現

40

住

所
：

亀
戸
�
-

-
�

42

電

話
：

�
�
�
�
-
�
�
�
�

時

間
：

時
～

時

11

14

時
～

時

17

20

休
業
日
：

日
曜
日
・
祝
日

本格中華への入口

山椒の効いた麻婆豆腐

900円

見た目よりサッパリ味

パイコー麺 800円

卓上には黒酢とニンニクの醤油漬け

ボリュームたっぷり唐揚げ定食 850円

絶品レバニラ炒め 900円

奥様の敏子さんと店主の河野さん
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法人会は消費税の期限内完納を推進しています。



法人会ニュース 江 東 ひ が し

支
部
の
会
員
ま
た
は
支
部
の
未

加
入
法
人
を
対
象
に
、
支
部
と
本

部
、
江
東
東
税
務
署
共
催
の
平
成

年
度
支
部
研
修
会
が
�
月
�
日

30㈪
東
砂
第
�
支
部
、
�
月

日
㈪

16

東
砂
第
�
支
部
、
�
月

日
㈭
南

19

砂
第
�
支
部
で
開
催
さ
れ
た
。

講
師
は
、
江
東
東
税
務
署
法
人

課
税
第
一
部
門
の
審
理
担
当
官
が

担
当
し
、﹁
事
例
で
学
ぶ
法
人
・
消

費
・
源
泉
・
印
紙
﹂
を
テ
ー
マ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
税
目
か
ら
数
問
の
設

問
が
あ
り
、
そ
の
設
問
に
対
し
て

税
務
調
査
し
た
場
合
、
問
題
視
さ

れ
る
か
否
か
な
ど
に
つ
い
て
、
講

師
が
解
説
す
る
研
修
方
式
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
の
概
要
や
ｅ
-
Ｔ
ａ
ｘ

に
つ
い
て
も
説
明
す
る
。

最
後
に
、
意
見
交
換
の
場
を
設

け
、
税
務
の
取
り
扱
い
、
税
務
調

査
、
法
人
会
に
つ
い
て
の
意
見
・

支
部
研
修
会
ニ
ュ
ー
ス

支
部
研
修
会
ニ
ュ
ー
ス

要
望
等
を
伺
っ
て
い
る
。

今
後
、
以
下
の
と
お
り
順
次
開

催
さ
れ
る
。

亀
戸
第
	
支
部



月

日
㈬

16

北
砂
第
�
支
部



月

日
㈫

15

北
砂
第
�
・
北
砂
第
�
・
北
砂
第

�
支
部
合
同



月

日
㈭

24

南
砂
第
�
・
南
砂
第
�
・
新
砂
支

部
合
同


月

日
㈪

11

東
砂
第
�
支
部


月

日
㈭

21

注
︶
起
稿
は
平
成

年
�
月

日

30

30
東砂第�支部研修会

めざします。企業の繁栄と社会への貢献

小
名
木
川

中
川
船
番
所
跡

(大
島
九
丁
目
)

●
小
名
木
川

江
戸
川
、
中
川
、
隅
田
川
の
三

流
が
北
か
ら
南
へ
東
京
湾
に
注
ぎ
、

こ
れ
を
横
に
連
絡
す
る
た
め
、
江

戸
川
か
ら
中
川
ま
で
東
西
を
結
ぶ

運
河
を
船
堀
川
、
さ
ら
に
中
川
と

隅
田
川
を
結
ぶ
東
西
の
運
河
を
小

名
木
川
と
よ
び
、
西
は
万
年
橋
下

か
ら
東
は
中
川
口
ま
で
の
東
西
一

直
線
の
長
さ
�
・

㎞
で
横
断
し

て
い
る
人
工
の
河
川
で
あ
る
。

江
戸
川
、
中
川
、
隅
田
川
、
船

堀
川
、
小
名
木
川
の
五
流
は
江
戸

時
代
の
水
上
運
輸
の
幹
線
と
な
っ

て
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ

た
。天

正

年
︵
一
五
九
〇
︶
徳
川

18

家
康
は
江
戸
入
府
に
際
し
鷹
狩
と

称
し
て
近
郷
を
視
察
し
た
。
家
康

は
甲
斐
の
武
田
信
玄
に
小
田
原
か

ら
の
塩
の
供
給
ル
ー
ト
を
断
た
れ

難
渋
し
た
の
で
、
千
葉
県
行
徳
の

塩
田
を
拡
張
し
江
戸
に
塩
を
送
る

ル
ー
ト
と
し
て
行
徳
を
結
ぶ
水
路

を
開
く
こ
と
を
命
じ
た
。
ま
た
一

説
に
は
慶
長
年
間
︵
一
五
九
六
～

一
六
一
四
︶
小
名
木
四
郎
兵
衛
が

開
さ
く
し
た
川
と
も
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
最
初
は

塩
の
輸
送
路
と
し
て
天
正
、
慶
長

の
頃
に
水
路
を
開
き
だ
ん
だ
ん
に

整
備
さ
れ
て
き
た
。

江
戸
が
大
都
市
に
な
り
一
大
消

費
地
と
な
る
に
つ
れ
て
、
千
葉
、

茨
城
方
面
さ
ら
に
東
北
方
面
の
物

資
を
江
戸
に
輸
送
す
る
重
要
ル
ー

ト
と
な
っ
た
。
当
時
は
陸
上
輸
送

よ
り
水
上
輸
送
の
方
が
比
較
に
な

ら
ぬ
ほ
ど
有
利
で
あ
り
、
幕
府
は

そ
の
要
衝
の
中
川
の
合
流
点
に
船

番
所
を
置
き
こ
れ
を
監
視
し
た
。

小
名
木
川
の
名
前
の
由
来
も
は

っ
き
り
し
な
い
が
、
開
さ
く
者
小

名
木
四
郎
兵
衛
の
姓
を
と
っ
た
説
、

わがまち
城東
その21

連載

女
木
山
谷

お

な

ぎ

さ

や

が
転
じ
て
小
名
木
沢
に

な
っ
た
説
、
う
な
ぎ
が
多
く
と
れ

た
の
で
う
な
ぎ
川
と
い
わ
れ
た
の

が
な
ま
っ
た
な
ど
諸
説
が
あ
る
。

近
年
の
陸
上
輸
送
の
発
達
、
大

工
場
の
移
転
、
地
盤
沈
下
に
よ
り

橋
げ
た
が
船
の
航
行
に
支
障
を
き

た
す
な
ど
の
理
由
で
水
運
の
使
命

も
終
り
を
つ
げ
た
。

●
中
川
船
番
所
跡

大
量
に
物
資
を
早
く
容
易
に
移

動
で
き
る
水
路
を
重
要
視
し
た
幕

府
は
、
そ
の
要
衝
で
あ
る
小
名
木

川
と
中
川
と
の
合
流
点
︵
現
在
の

番
所
橋
南
詰
︶
に
航
行
船
舶
の
取

締
り
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
隅
田
川

口
、
万
年
橋
に
あ
っ
た
船
番
所
を

寛
文
元
年
︵
一
六
六
一
・
四
代
将

軍
家
綱
︶
こ
の
場
所
に
移
転
し
た
。

三
千
石
以
上
の
寄
合
席
旗
本

︵
若
年
寄
の
支
配
に
属
し
非
職
の

者
︶
�
名
が
中
川
御
番
衆
に
任
命

さ
れ
交
代
で
、
出
入
船
舶
を
監
視

し
た
。
船
は
手
形
を
呈
示
し
て
積

荷
と
照
合
し
、
通
行
を
許
さ
れ
た
。

さ
し
ず
め
今
で
い
う
水
上
警
察
の

よ
う
な
役
目
を
し
て
明
治
維
新
ま

で
あ
っ
た
が
今
で
は
番
所
橋
に
名

が
残
る
の
み
で
あ
る
。

︵
当
時
の
原
文
で
掲
載
)
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▲小名木川と番所橋

(�) 第 454 号 平成 30 年 5 月 1 日

平
成

年
度
�

月
支
部
研
修
会

30

東
砂
第
�

・
東
砂
第
�

・
南
砂
第
�

支
部
で
開
催



法人会ニュース 江 東 ひ が し平成 30 年 5 月 1 日 第 454 号 (�)

�

月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す

自
動
車
税
は
、
毎
年
�
月
�
日

現
在
、
自
動
車
検
査
証
︵
車
検
証
︶

に
記
載
さ
れ
て
い
る
所
有
者
︵
割

賦
販
売
の
場
合
は
使
用
者
︶
の
方

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

平
成

年
度
の
自
動
車
税
納
税

30

通
知
書
は
、
�
月
�
日
㈫
に
発
送

し
ま
す
。
�
月

日
㈭
ま
で
に
お

31

納
め
く
だ
さ
い
。

東
京
都
の
自
動
車
税
は
、
金
融

機
関
や
郵
便
局
等
の
窓
口
を
は
じ

め
、
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
︵
モ
バ
イ

ル
︶
バ
ン
キ
ン
グ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
東
京
都
主
税
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

東
京
都
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

-
	
�


�
-
�
�
�
�

03
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偽
造
収
入
印
紙
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
！

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局

︵
以
下
、﹁
印
刷
局
﹂
と
い
う
。︶
よ

り
偽
造
の
疑
い
の
あ
る
券
面
額



�
�
円
の
収
入
印
紙
の
鑑
定
結
果

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

�

経
緯

交
換
請
求
目
的
で
郵
便
局
に
不

審
な
券
面
額


�
�
円
の
収
入
印

紙
︵
約


�
�
枚
︶
が
持
ち
込
ま

れ
、
そ
の
後
の
日
本
郵
便
㈱
の
調

査
で
、
他
の
郵
便
局
に
お
い
て
も

不
審
な
券
面
額


�
�
円
の
収
入

印
紙
が
多
数
発
見
さ
れ
た
。

印
刷
局
に
お
け
る
鑑
定
の
結
果
、

偽
造
収
入
印
紙
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。




偽
造
収
入
印
紙
の
特
徴

①

偽
造
品
は
、
左
上
の
模
様

の
濃
淡
形
状
が
異
な
る

︵﹁
ぼ
か
し
﹂
が
な
い
。︶

②

偽
造
品
は
、
下
部
に
あ
る

﹁
葉
﹂
の
輪
郭
が
異
な
る

︵﹁
ぼ
か
し
﹂
が
な
い
。︶

③

偽
造
品
は
、
券
面
額


�

�
円
の
文
字
位
置
が
異
な
る
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◀行 事 予 定▶
�月
11日㈮ 女性部会第51回通常総会 午後�時30分 法 人 会 館

12日㈯ 第39回 社会貢献活動「まちをきれいに」 午前�時30分 亀 戸 地 区

15日㈫ 無料記帳相談・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

北砂第�支部研修会 午 後 � 時 北砂二丁目集会所

16日㈬ 新設法人説明会 午 後 
 時 江 東 東 税 務 署

亀戸第�支部研修会 午前10時30分 亀戸東地区集会所

18日㈮ 青年部会第47回通常総会 午 後 � 時 法 人 会 館

22日㈫ 源泉部会第44回通常総会 午後
時30分 法 人 会 館

24日㈭ 北砂第�・第
・第支部合同研修会 午 後 � 時 砂町文化センター

�月

�日㈬ 第�回 通常総会 午後
時30分 アンフェリシオン

�日㈭ 決算法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署

11日㈪ 南砂第�・第
、新砂支部合同研修会 午前10時30分 南砂西地区集会所

12日㈫ 無料記帳相談・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

15日㈮ 源泉部会 研修会

内容 未定

講師 江東東税務署担当官

午後
時30分 法 人 会 館

21日㈭ 東砂第�支部研修会 午 後 � 時 東砂一、二丁目

町 会 会 館

�月

日㈬ 決算法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署

17日㈫ 無料記帳相談・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

27日㈮ 理事会・部会合同役員会 午 後  時 亀 戸 天 神 社

◎内容・講師が未定となっている各部会の研修会等は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページを

ご覧になってください。

◎各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは事務局まで。 ☎03-3684-2303

発
行
・
公
益
社
団
法
人
江
東
東
法
人
会

江
東
区
亀
戸
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発
行
人

松
本
光
史

編
集
人

三
浦
繁
夫

印
刷
・
三
報
社
印
刷
㈱

17

15

P-B10031

管内法人数 4,366社 法人会員数 1,611社 加入率 36.90％（平成30年	月31日現在)

／／ ／バックナンバーはホームページをご覧ください。http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／
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